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は じ め に
JohnM。Allenは,`TheCatholicSensibilityofF.ScottFitzgerald'なる副 題
を付 したCandlesandCarnivalLightsにおいて,TheGreatGatsby(1925)の
主人公Gatsbyのモ ラ リス トとしての一面が キ リス ト教精神,特 にカ トリシズ
ムに根差 してい る点 を指摘 し,彼 の恋人DaisyFayへの接 し方 を,「宗教 的情
熱 で彼女 を崇敬 し,そ の姿 を追 い求 めた」(withareligiousfevorheworships
(1)
andpursuesher)としている。 また,ErnestLockridgeは,Fitzgeraldが,「デ
イジー ・フェイ をギ ャツ ビーに とっての聖母マ リア として仄めか して も無節制
だ とのそ しりを受 け るこ とはないだ ろ う」(itisperhapsnotanextravagance
(2)
tosuggestthatDaisyFaybecomesGatsby'sversionoftheVirginMary)とし
てい る。本稿 で は,こ れ らの先行研 究 の示 唆 を手掛 りに,Gatsbyの過剰 とも
思えるDaisyの神格化の源泉 を,カ トリックのマ リア信仰 に求め る。 さらに本
稿 は,GatsbyによるDaisyの神格化 こそが,彼 の夢 の崩壊 を招 いた主要 因だ
と主張す る。
マ リア崇敬の特質 は,マ リアの聖書 における存在感 の薄 さゆえ に,民 衆がマ
リアに対す る崇敬 を自分達の想像力に よって 自由に形成で きた とい う点 にあ る。
つ まり,マ リア信仰 は,も ともと民間か ら自然発生 した異教 的な要素が強い。
プロテス タン トはマ リア信仰 に含 まれる この異教性 を拒否 したが,カ トリック
教会 は,民 間の素朴 な宗教 的感 情のすべ て を排斥 することは,キ リス ト教 の信
仰 をあ ま りに狭 く知的 レベルで捉 えて しまうと考 えて,マ リア信仰 に対 して は
寛容 であ った。Gatsbyがその想像 力 に よってDaisyを自分 だけのマ リアに見
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立 てた とす る解釈が可能性 を持ち得 るのも,こ うした信仰 の柔軟性 を前提 とす
る。
しか しその神格化は,作 品の中では決 して明示 されてはお らず,暗 示的な文
に よって仄めか されているのみである。それゆえ に,本 稿 では,そ の暗示の解
読作 業が 中心 となる。 なお,本 稿 においては,神 に対 して のみ行 われ る崇拝
(adoration)を聖母 マ リアに対 して行 な う行為,す なわち,キ リス ト教 の教義
では禁制 とされたマ リア崇拝(Mariolatry)との混 同を避 けるために,Gatsby
に よるDaisyの神格化 に対 しては,民 間の素朴 なマ リア信仰 をも包括 したマ リ
ア崇敬(theworshiptotheVirginMary)とい う言 葉 を使用す る。
JamesGatzによ るGatsbyの自己 創 造
Fitzgeraldの短編`Absolution'(1924,1926)は,その タイ トルか ら して カ
トリック的色彩 を帯 び た作 品 と知 れ るが,も と もとはTheGreatGatsbyの序
文 として書 かれ,Gatsbyの少年時代 を伝 える部分 であ った。 ところが作 者 は
この序文 を切 り離す こ とを決 断 した。Fitzgerald自身,ス クリブナ ーズ社 の編
集者MaxwellPerkinsに宛 て た手紙 の中で,"1'mgladyoulikeAbsolution.As
youknowitwastohavebeentheprologueofthenovelbutitinterferedwith
(3)
theneatnessoftheplan."と書いている。 ここでの 「適切 さ」(neatness)とは,
裏社 会で暗躍す るGatsbyを謎めいた神秘的 なキ ャラク ターに仕立てる 「計画」
(theplan)に対す る適切 さに他 ならない。序文は,Gatsbyの少年時代 を語 り
過 ぎるこ とによって適切 さを損 なっていたゆえに切 り離 されたのである。そ し
て,そ の後独立 した短 編 として出版 された作品 は,Gatsbyのプロ トタイプで
ある十一歳 のRudolphMillerのついた嘘 とそれ に対 する宗教 的罪 の意識がモチ
ー フとなっている。Rudolphは,教会の神父 に 「罪の許 し」(Absolution)を乞
いなが らも,巌 格 なカ トリック教徒 である父へ の反発 ゆ えに,「自分 は両親 の
子 ではない」 とい う空想 を抱 く少年 として描 かれている。
こう したRudolphの里子 空想 は,貧 しい農家 に生 まれ た出 自を拒 否 し,十
七 歳 にな っ た と き,「自 らの プラ トン的 な観 念」(hisPlatonicconceptionof
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himself,(495))によって 自らカ・か くあ りたい と望む人物像 を自己創造 しようとし
た,TheGreatGatsbyにお けるJamesGatz(Gatsbyの本 名)に その ま ま受 け
(5)
継 が れ てい る。 その 自己創 造 は,「法 律 上 の名前」(94)Gatzを「神 の子」
(6)(
God'sboy)を彷彿 とさせ るGatsbyに変 えて行 なわれ,そ の 「神 の子」が奉
仕 した対 象 は,「途方 もな く大 き くて実体 の掴 み難 い世俗 のけばけ ばしい美」
(avast,vulgar,andmeretriciousbeauty,95),つま り富で あった。従 って,
Gatsbyが「父 なる神 の仕事」(HisFather'sbusiness,ibid.)にいそ しむ と言 う
ときは,神 の美 名の もとに脇 目もふ らず富 を追求 してい くことへ の誓 い を意 味
した。言い換 えれ ば,そ れは,彼 が新 しい神 として崇めた 「富の神」(Mammon)
(7)
と交 わ した個 人 的な 「契約」であ った。 そ して この契約 に よって,Gatsbyの
萌芽 であ ったRudolphの願 い,つ ま りカ トリシズ ムの呪縛か ら解 き放 たれて
夢 の世界の住 人 になるとい う願 いはつい に成就 したかたち となっている。
しか し,予 定 されていた序文 では,カ トリ ックの家 に生 まれ,幼 い頃か ら宗
教 的訓練 を受 けて きたはず のGatsbyから,カ トリ ック的モラルが跡形 もな く
払 拭 され た とは考 え難 い。MalcolmCowleyも,"EventhoughFitzgeraldex-
cludedhisCatholicboyhoodfromTheGreatGatsby,itretainsitsconnection
withth,n。v,1.・(8)と述 べ てL>る。 実 際G、t,byが 一 人 称 の 語 り手Ni,k
Carrawayに自分 の生 い立 ち を告 白す るに及 んで,嘘 をついた ら神 の応報 に従
うと誓い を立 てる場 面(64-64)には,幼 きRudolph少年 が抱 いた罪の意識 を,
三十歳 を過 ぎた今 も引 き摺 ってい るGatsbyの姿が見て取れ る。そ して,こ う
したプロッ トに潜在 しているカ トリシズ ムは,他 の何 より,恋 人Daisyに対 す
るGatsbyの感情 に焦点 を当てる とき浮かび上 がって くる。
Gatsbyによ るDaisyの創 造
Nickの語 りに よる と,「女 は早 くか ら知 った」(95)とされ るGatsbyである
が,"thefirst`nice'girlhehadeverknown"(141)と表現 されている女性,つ
まり自 らの観念が女 と認め た最初 の女性Daisyにだけは特 別の感情 で接 する。
次の二人 の散 策場面 には,GatsbyのDaisyに対す る思 いが ロマ ンテ ィ ックな
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Daisyとの 散 策 を 楽 し む 一 方 で,Gatsbyの 意 識 は 一 緒 に い る 現 実 の 恋 人 の も と
を 離 れ て,自 己 の 想 像 世 界 の 中 で 浮 遊 す る 。 「数 ブ ロ ッ ク 続 く歩 道 が,梯 子 を
形 作 っ て 昇 っ て い る か の よ う な,街 路 樹 の 上 の 秘 密 の 場 所 」 にGatsbyの意 識
は 駈 け 昇 り,そ こ で 彼 の 想 像 力 が 創 造 し たDaisyと 向 か い 合 う 。 こ こ で の 梯 子
は,Genesis28.12にお け る,神 の 御 使 い た ち が 昇 り降 りす る天 と地 を 結 ぶ 「梯
子 」(Jacob'sLadder)を強 く連 想 さ せ る 。 そ し て,NathanielHawthorneが「想
(9)像 世 界
に 遊 ぶ に 相 応 し い 舞 台 を 演 出 す る も の 」 と 定 義 し た 「月 明 か り」 の 下 で,
Gatsbyは,「ひ と た び 一 人 で そ の 秘 密 の 場 所 に 到 達 す れ ば,生 命 の 源 で あ る 乳
房 を 吸 い,比 類 な き 驚 異 の ミ ル ク を ご く っ と飲 め る の に 」 と想 像 し て い る 。 こ
の 母 の 乳 房 を 本 能 的 に 求 め る か の よ う な 記 述 は,キ リ ス ト教 に お い て 多 く見 ら
れ る 聖 母 マ リ ア が 幼 子 イ エ ス に 授 乳 す る 図 例 を思 い 起 こ させ る 。 こ こ か ら は,
明 ら か に 恋 人 を 聖 母 に 重 ね 合 わ せ て い る 「神 の 子 」 イ エ ス ・キ リ ス トの 化 身
Gatsbyの深 層 心 理 が 読 み 取 れ る 。 加 え て,キ リ ス ト教 で は,「 ひ な 菊 」(Daisy)
(io)
は 聖 母 マ リ ア の 印 と さ れ て い る 。 短 い 文 の 中 に こ の よ う に し て 鏤 め ら れ た 幾 つ
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かの宗教 的暗示 を考 え合 わせ る と,「接吻 に よって完全 に彼 女が彼 の夢の化 身
(incarnation)となった」 とあ る引用最 後 の一文 は,Gatsbyの想 像世界 にお
いて,彼 の聖 母マ リア崇敬がDaisyという一人 の女性 に対 して具現化 した瞬 間
の記述 だ との解釈 が可能 になる。
Gatsbyは,自ら 「彼 女 の声 には金が一杯詰 まっている」(115)と表現 して
い る富の象徴Daisyに,「富 の神」 に奉仕す る 自分 との一体 化 を期待す る と同
時 に,そ の想像 力 によって実際の彼女 をはるかに越えた存在 に神格化 し,「神
の子」が富へ の奉仕 にいそ しむことに対す るカタルシスを得 ようと したのであ
る。 ここにお いて,「富」 と 「神」 の双方 に奉 仕す ることはで きない とされ た
宗教 的 タブー(cf.Matthew6.24;Luke16.13)に対 して,さ らには,キ リス
ト教異端の中で脈々 と流れ続 けて きた 「神の子」 と 「神 の子 の母」 の秘 め られ
た結合 とい うテーマに対 して,偉 大 なる挑戦 を仕掛 けよう とす るGatsby流の
形而上学が完成 した と言える。
聖 母 マ リア 崇 敬 を暗 示 す るGatsbyの象 徴 的 行 為
Gatsbyは,特別 の熱情 を込 めて神格化 したDaisyを,自分の経済 力 のな さ
ゆえに一度 は失 って しまう。 しか し,そ の後 もDaisyへの思いが消え ることは
な く,「神の子 の母」であ るDaisyへの擬似的な ミサ とも言 える行為 に よって,
再会 を祈 りつ つ彼女へ の崇敬の念 を増 々強化 してゆ く。 その個人的な ミサ は,
夫TomBuchananともに住 むDaisyの家 の庭先 に灯 る 「緑 の灯 」(25)を,
Gatsbyが毎夜 日課の ように眺 める際 に行 なわれる。次 の引用 は,Nickによる









Gatsbyが「両腕 を暗 い海 に向か って好奇心 をそそ る仕 草で伸 した」先 の 「桟
橋 の突端」 に灯 る 「緑 の灯」 は,作 品の結 末部 で,「つかみ損 なうこ とはない
ほ ど近 しい もの に思えた彼の夢」(hisdreammusthaveseemedsoclosethathe
couldhardlyfailtograspit,171)に喩 え られ ている。従 って,こ の 「緑の灯」
は,Gatsbyの富獲…得 の夢(緑 は,ア メリカでは,そ の紙 幣の色 か ら ドル紙 幣
を意味 する),ひ い ては彼 の夢 と一一体化 され,神 格化 されたDaisyの象徴 とい
うことになる。 また,こ こで の 「両腕 を前 に差 し伸べ る」Gatsbyの動作 は,
キ リス ト教 では 「祈祷」 を表 す と され る(cf,Exodus9.29;Psalms143.6)。
JoanM.Allenも,このGatsbyの動作 は,「思慕 と祝福 の双方 を表す司祭 的身
⑳
振 り」(priestlygesturesbothoflongingandbenediction)を感 じさせ る として
いる。 さらに,「彼 が震 えていたのは誓 って もいい くらいだった」 と表現 され
ているGatsbyの姿 か らは,神 聖な るもの を前 に した際 の驚異 が読 み取 れる。
これ らの暗示的 な身振 りか らは,聖 母 マリアに見立て たDaisyに対す る崇敬 の
念 を絶 えず喚起 しよう とす る,Gatsbyの礼 拝者 と しての姿 を垣 間見 るこ とが
可能 である。
また,こ こでの緑 とい う色は,異 教 的樹 木崇拝,母 なる大地 の豊穣,生 命再
生 の色 であ り,キ リス ト教では青,赤,白 とともに聖母 マ リアを象徴す る色 と
囮
されている。 しか し,西 方教会のアイコンで は緑がマ リアの衣服の色 と して使
用 されるこ とはご く稀であ った。 これは,地 母神 的なマ リア信心 を守 った東方
(13)
正 教会(Orthodox)が,マリアの アイコ ンには生命再 生 を象徴 す る豊穣 の木
であるオ リーブの緑 を使用 し続けたのに対 し,父 性原 理 を守 りたい西方教会で
は,母 性原理 を象徴す る緑 は避け られた とい う教会の事 情 によるで あろう。そ
れで も,少 ないなが らも,Fitzgeraldの母方McQuillan家(アイ リッシュ ・カ
(1の
トリ ックの家系)の 客 問 に掛か っていた 「サ ン ・シス ト聖母像(複 製画)」の
作者Raffaelloのように,聖 母 と緑 を結 びつ けて描 く傾 向 の強 い画家達 も存在
㈲
した。従 って,宗 教 的カラー ・シンボ リズムの観点か らも,あ るいは,作 家が
育 った家庭 環境か らも,Gatsbyが祈 る ように仰 ぎ見 た 「緑 の灯」 は,聖 母マ
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リア崇敬 につ らなる と言 える。
Gatsbyの聖 母 マ リア 崇 敬 の崩 壊
Daisyとの再会 を夢見 て彼女 を 「緑の灯 」に見立 てて,毎夜 の ごと くその 「灯」
を遠 くか ら崇 めていたGatsbyが,より具体 的に彼女 との生活 を意識 し始 める
の は,彼 が彼 女 に五年 ぶ りの再会 を果 た した と きか らであ る。 この瞬 間か ら
Gatsbyは,カトリック教 会が定めた七秘蹟 の一つである婚姻(matrimony)の
段 階 に性 急 に進 もうとする。実際にGatsbyの願 いは,Daisyが夫Tomか ら自
由 にな った後 二人でDaisyの故郷 ルイヴ ィル に帰 って,「彼女 の家か ら嫁 に も
らうことであった」(106)と述べ られている。 しか し,時 代の先頭 を切 って享
楽主義 的生活 を楽 しもうとしたフラッパ ー的側面 を持 つDaisyに,平凡 な家庭
生活 を期待 す るこ とは不 可能 なこ とであ った。Daisyは,「彼女 の世界 か ら完
全 に失われて しまったロマ ンテ ィックな可能性」(romanticpossibilitiestotally
absentfromherworld,105)を有 していたGatsbyに魅力 を感 じていたのであ
り,そ の ロマ ンテ ィックな想像力 を失 って家庭 に納 まろ うとす るGatsbyには
失望 してい くばか りであ った。すなわ ち,GatsbyのDaisy再獲 得 の夢 は,彼
が彼 女 との家 庭生活を強 く求 め始め たときか ら,す でに崩壊の道 を歩み始めて
いたのであった。「とてつ もな く大 きな意味(thecolossalsignificance)を持 つ」
(90)とされた 「緑 の灯」 が,再 会直後 に 「桟橋 の上 にかかった単 なる灯 に過
ぎない もの とな って しまった」(Nowitwasagainagreenlightonadock,90)
と称 されてい ることは,Gatsbyの夢が現実味 を帯 びる ことでかえって陳腐化 し,
輝 きを失 った ことをい ち早 く察知 した,語 り手Nickの冷静 な判 断を反映 して
い よう。
さらにNickは,作品の最終章 で,Gatsbyの夢 とアメ リカ初期の入植者達 の
夢 とを対比 させ て,Gatsbyの夢が崩壊 する宿命 にあった ことを歴 史的視点 か
ら も暗示 してい る。その昔,オ ラ ンダの水夫 達 によって発見 され,「緑 の胸」
(greenbreast,171)とい う比喩表現 がな されているロ ング ・アイラ ン ドの大
地(作 品 の舞 台)と,約 三百年の時 を隔ててGatsbyが同 じ場所 で見 た 「緑 の
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灯」 との対 比部分(ibid.)がそれにあたる。 オランダの水 夫達,つ まり初期 の
入植者達が崇敬 の念 をもって眺め た 「緑の胸」 は,再 生 の力 を秘めた地母神 的
マリアを想起 させ る。LouseH.Westlingは,この 「緑 の胸」 を女体 化 して捉 え,
(is)
マ リア との関連 を指摘 している。一方,GatsbyがDaisyに重 ね合 わせ て見 た
厂緑の灯」は人工 の灯 であ り,朝 が来れば消えて しまう夢 で しかあ り得なかっ
㈲
た。緑豊 か なフロ ンテ ィア を基盤 としたア メリカ ン ・ドリームの名残 りを,
1890年の国勢調査 によってフロ ンティアの消滅 が宣言 された後 も,大 都市 の暗
黒社会 で蘇生 させ よう としたGatsbyの夢 は,そ の無謀 さゆえに,夜 にだけ光
を放つ人工の灯 で象徴 せ ざるを得 なか った。





ここで述べ られ てい る ように,GatsbyはDaisyを象徴す る 「緑 の灯」 を最後
まで 厂信 じてい た。」 それゆえに,Gatsbyは,緑が象徴 する地母神 的マ リアの
子孫 を残 してい く再生 の力,つ まり 「性 的な未 来」(orgasticfuture)がDaisy
との結婚生活 によって開ける と考 えたのである。Daisyとの関係 においてはカ
トリックのモラル に縛 られ てい たGatsbyにとって は,子 供 を授か る行為 とし
ての性が許 されている宗教的枠内,つ ま り,婚 姻 とい う秘蹟(cf.Matthew19.
3-12;ICorinthians7.1-40;ITimothy2.15)に身 を託す しか,Daisyとの 肉体
関係 を正 当化 する手段が なか った と言 え よう。 しか しGatsbyは,その再生 の
力が,セ クシュ アリテ ィを秩序化す ることにかけてはカ トリックの教 え よりは
るか に効率の良か った プロテスタンテ ィシズムが支配的 であった ヴィク トリア
朝期 を通 して,「年 々自分達 の前 か ら後退 りして,す る りと逃げて しまってい
た」 ことに気づいてい なかった。FrederickLewisAllenは,ヴィク トリア時代
のアメリカでは,「若い娘 は僅 かばか りの生理学教育 を除 いて無知の まま結婚 し,
(1$夫
に忠実 に振 舞い,幸 福 な生活へ と導かれるべ きだ」 という社会通念が まか り
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通 ってい たと してい る。 自らのセクシュアリテ ィを行使せず,男 性の性 的主体
を攪乱 しない女性が望 まれていたのであ る。 この ような精神風土 とともに,元
来の再生の力 を秘めた異教 的で地母神的 なマ リアはその力 を削 ぎ落 とされて し
まい,「ヴィク トリア朝 の家庭 とい う施設 にお ける貞淑 な妻 の象徴 としての聖
(19)
母マ リア」 に置 き換 え られてい った。Gatsbyは,緑で象徴 され るセ ク シュア
リテ ィを有 していた地母神的マ リアが,白 で象徴 されるセクシュアリテ ィを厳
しく秩序化 されたヴィク トリア朝時代 のマ リアに変化 していたこ とに気づ いて
いなかったと言 えよう。
この変化 に気づ いていたのは語 り手のNickであった。 自己 の理想 を必死 に
追い求めるあま り,自 身の視 野 に入 って くる ものが何 も見 えな くなって しまっ
た夢想家 のGatsbyとは対照 的に,Nickは自分の周囲の状 況 にあ る程度 の関心
を示 す現実家 であったゆえに,時 代 の変化 を感知す ることが可能であった。彼
はGatsbyの「緑 の灯」 に対 す る終始一貫 した崇敬 の念 を語 りつつ,一 方 で,
少女時代 か ら現在 までのDaisyを,衣服 だけに限 らず,車,部 屋 に至 る までの
身の回 りのすべ てを,マ リアの処女性 を表す とされ る白で固めた女性 と して客
観的 に語 って いる。 しか しNickは,Daisyの身に纏 う白が実 は 「偽 りの 白」
であ り,彼 女 が,自 身の享楽主義的生活 を保 つため に,資 産家 の夫Tomが 望
む ヴィク トリア朝 的家庭生活 を装 っている女性 であるこ とをも見破 っていた。
⑳
Daisyの本質 は,当 時 の若者 の 間で"Freudiangospe1"と呼 ば れ崇め られた
SigmundFreudの性科学 を拠 り所 に,セ ックス に対 して再生の力 よ り快 楽追求
を望 んだフラ ッパ ー としての彼女 の部分 にあ った。Gatsby邸での深夜 パーテ
ィー において,自 分 に興味 を持つ不特 定多数の男性 に 「緑 のカー ドを配 ってい
る」(101)ことをNickに告 白 し,そ れ と同時 に彼 をも誘 お うとす るDaisyの
言動 には,性 に対 して,神 が祝福 してい る子供 を授か るこ とよ りも快楽 を求め
た,こ れ また 「偽 りの緑」 とも呼べそ うなセ クシュア リテ ィを確認で きる。現
実 のDaisyは,「緑」 が象徴 す る地母神的 マ リア も 「白」 が象徴す る貞 淑 なヴ
ィク トリア朝 のマ リア も具現 で きない,時 代 の最先端 を走 るエ ピキュ リア ンで
あった。GatsbyのDaisyに対す る幻想 は,「実際の彼女 を越 えてい る。 どんな
もの をも越 えてい るのだ」(92)とするNickの発言が その ことを暗示 している。
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GatsbyによるDaisyの神格化が崩壊 したのは,ひ とえに,Daisyに代表 され る
フラ ッパ ーたちのセ クシュア リティ と生活信条 を,GatsbyがNickほどには正
しく理解 していなか ったゆえであ った。Gatsbyは,現実の恋人Daisyが背負
えるはずのない地母神 的マ リア像 を彼 女 に求 めたのであ り,そ の神格化 こそが,
彼 の夢 の崩壊 を運命づ けて しまった主要 因であった。「富 の神」 と交 わ した契
約 を忠実 に履 行 し,物 質 的には大成功 を収 めていたGatsbyは,精神 的救 い を
求める対象 を過 ったゆえに,掴 み損 ねることなどあろ うはず もない状況 にまで
達 していた 自身の夢 を,最 後 の最後 で掴 み損 ねたのであ る。Gatsbyの神 が富
であ ったな ら,Daisyの神 はその富の 「消費」 であった。
しか し,「神 の子」 の化 身が見 た夢 の悲劇 と崩壊 は,作 品の冒頭 よ り一貫 し
てGatsbyの行 動 を三人称単数 の"he"を用 いて精神 的距 離 を保 ちつつ語 って
きたNickが,作品の最 後 に至 って,一 人称複数 の"we"に 切 り替 えて その精
神 的路離 を縮 めて語 ってい るとい う一点において 「救 済」されている。Gatsby
の周辺 に起 こった1922年のひ と夏 の出来事 を語 り終 えたNickは,古い地母神
的マ リア像 を新 しい時代 の トップ ・ラ ンナーの一人であるDaisyに求めて しま
ったGatsbyの過 ち を,ば かばか しくて未熟 な行為 と認識 しつつ も,自 身の観
念 を何の躊躇 い もな く実行 に結 びつけてい くGatsbyの行動 力 に,最 終 的 には
共感 を示 す に至 ってい る。そ して,そ の共感 の強 さが一 人称 複数 の"we"に
込 め られて,前 掲 した引用末尾の,「われわれは,明 日になれば もっ と速 く走
ろ う,さ らに遠 くへ両腕 を差 し伸 そう」 とい う,自 らの夢 に殉死 したGatsby
へ の鎮魂歌 とも言 える美 しい表現 につ なが っている。注 目すべ きは,主 人公 と
語 り手の心情が一体化 している という点で重要 な意味 を持つ最後の一文で も,
再び 「両腕 を差 し伸す」 とい う司祭 的身振 りが使用 されている点 であ る。 この
繰 り返 しには,作 品 に付与 した宗教 的テーマ を最後 まで喚起 しよう とす る作者
の強い意 図が感 じられる。
お わ り に
TheGreatGatsbyは,宗教 的タブーとされる 「富 の神」へ の奉仕 を誓い,一
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心 不 乱 に そ の 奉 仕 に い そ し ん だGatsbyの神 に 対 す る 冒 漬 と も思 え る 行 動 を 明
示 し て い る 。 こ の よ う な 宗 教 的 背 信 行 為(apostasy)が可 能 で あ っ た の は,他
の 何 よ り想 像 力 を優i先 す るFitzgeraldとい う作 家 の 資 質 ゆ え で あ っ た ろ う 。
EdwinFussel1は,"Fitzgerald'sCatholicapostasywashalfgenuineandhalf
⑳
imagined."とし て い る 。 し か し そ の 一 方 で,「 神 の 子 」 で あ る 自分 が 聖 母 マ リ
ア と結 び つ く こ と で,自 ら の 霊 魂 を よ り高 い 次 元 に 飛 翔 さ せ よ う と し た,
Gatsbyの素 朴 な 信 仰 心 も 暗 示 し て い る 。 こ の 二 重 構 造 は,Fitzgeraldが自 伝 的
エ ッ セ イ 「崩 壊 」(`TheCrack-Up')にお い て,「 最 上 の 知 性 の 基 準 と は,対 立
す る 二 つ の 観 念 を 同 時 に抱 き な が ら,し か も 両 者 を機 能 させ る こ と の で き る 知
幽性
で あ る 」 と した 信 念 の 反 映 で あ っ た と も 言 え よ う 。
加 え て,ロ マ ン テ ィ ッ ク で 幻 想 的 な 神 話 を 作 り出 す こ と に か け て は 秀 で た 想
像 力 を 保 持 し続 け て きた ア イ リ ッ シ ュ の 血 が 作 者Fitzgeraldの中 に も 脈 々 と流
れ て い る こ と も 忘 れ て は な ら な い 。 こ の ア イ リ ッ シ ュ に 特 徴 的 な 想 像 力 は,ア
イ ル ラ ン ド ・カ ラ ー で も あ る 緑 に こ だ わ り,「 緑 の 灯 」 を 眺 め な が ら 自 分 の 想
像 世 界 に お い てDaisyを 神 格 化 して い くGatsbyの姿 に 色 濃 く投 影 さ れ て い る 。
ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム と啓 蒙 思 想 を 精 神 的 基 盤 と す る ア メ リ カ の 開 拓 者 の 夢 に
Gatsbyの夢 を 重 ね よ う と し た プ ロ ッ ト作 りの 過 程 で,完 全 に 切 り離 さ れ た か
に 見 え る カ ト リ ッ ク 的 色 彩 は,実 はGatsbyの聖 母 マ リ ア 崇 敬 と い う 形 で プ ロ









(4)以下 括 弧 内 の 数 字 は,F.ScottFitzgerald,TheGreatGa亡sby,Introductionand
NotesbyTonyTanner(Harmondsworth:Penguin,1990)の頁 数 を示 す 。
・:
TheGreatGatsbyにお け る 聖 母 マ リ ア 崇 敬
(5)JoanM.Allenは,「少 年 時 代,Fitzgeraldは,近 所 の 人 た ち や 友 人 た ち に,自 分
は 捨 て 子 で あ り,ス チ ュ ア ー ト王 家 の 子 孫 と ふ れ 回 っ た 。 そ し て,両 親 に 対 す る 批
判 的 な 態 度 と拒 否 は,Fitzgerald本人 に と っ て だ け で は な く,彼 の 創 作 し た ほ と ん
・ど の ヒ ー ロ ー た ち に と っ て も




(7)Fitzgeraldは,「神 と 人 間 と の 間 の 契 約 」(testament)に対 し て,"contract"とい
主 と し て 経 済 的 取 引 き に 使 用 さ れ る 言 葉 を 充 て て い る("theircontactwiththe
gods,"Fitzgerald,`TheCrack-Up,'inTheCrack-UpwithotherPiecesandStories
(Harmondsworth:Penguin,1965,55)。こ の 言 葉 使 い は,Fitzgeraldとい う作 家 が 厳
格 な キ リ ス ト者 で な か っ た こ と を 露 呈 し て お り,キ リ ス ト教 の 教 え に 対 す る 冒 濱 と
も思 え る 思 想 を,時 と して 作 品 に 反 映 さ せ て し ま う 潜 在 性 を も示 し て い る 。
(8)JoanM.Allen,op.cit.,94.
(9)NathanielHawthorne,TheScarletLetter(NewYork:RandomHouse,1950)42.




(13)キリ ス ト教 は,小 ア ジ ア へ の 宣 教 の 過 程 で,当 地 の 人 々 の 心 を捉 え て い た 地 母 神
信 仰 を マ リ ア 崇 敬 に 変 容 さ せ,そ うす る こ と で 母 性 原 理 を裏 か ら受 け 入 れ よ う と し
た 。 そ れ ゆ え に,東 方 教 会(ビ ザ ンチ ン)は,マ リ ア へ の 帰 依 が キ リス ト教 の 歴 史
を 通 じ て 集 中 し た 土 地 と な っ た 。Cf.JaroslavPelikan,MaryThroughtheCenturies:
HerPlaceintheHistoryofCulture(NewHeaven:YaleUniversityPress,1966)104.
(14AndrewTurnbull,Sco亡tFitzgerald(NewYork:CharlesScribner'sSons,1962)5.'
㈲ イ タ リ ア の フ ィ レ ン ツ ェ(Firenze)の 画 家 達 は,聖 母 の 衣 裳 を 緑 で 描 く傾 向 が
強 い 。Raffaelloも一 時 期 こ の フ ィ レ ン ツ ェ に 滞 在 し,か の 地 で 画 法 を 学 ん で い る 。
Cf.ブル ー ノ ・サ ン テ ィ,石 原 宏 訳 『イ タ リ ア ・ル ネ サ ン ス の 巨 匠 た ち,20,ラ フ
ァエ ロ 』(東 京 書 籍,1995)8-15.【BrunoSanti,GreatMastersofArt:Raffaello]
(16)L?iseH.Westling,TheGreenBreastOftheNewWorld‐Landscape,Gender,
andAmericanFiction(TheUniversityofGeorgiaPress,1996)3-5.
㈲ ア メ リ カ ン ・ ド リ ー ム の 原 型 は,努 力 し た も の が 公 平 に酬 わ れ る と い う 小 市 民 的
な 夢 で あ っ た 。 そ れ を 可 能 に し て い た の が フ ロ ン テ ィ ア の 存 在 で あ っ た 。Marius
Bewleyも,ア メ リ カ ン ・ ド リ ー ム を,"aproductofthefrontierandtheWestrather




⑲ カ レ ン ・ア ー ム ス ト ロ ン グ,高 尾 利 数 訳 『キ リ ス ト教 と セ ッ ク ス 戦 争:西 洋 に お
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